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■「ロータリーの未来のビジョン」

国際ロータリーは、戦略計画委員会がロータリアンを対象に3年に一度調査をしています。最終は2017年に
実施されています。

2017年調査は戦略計画の策定と、ロータリーの将来に関するビジョンについてロータリアンにアンケート調
査しました。今回はローターアクター、学友、ロータリーの職員にも広げました。総計28,000人を超える参加人
数でした。

結果、＜強み＞①クラブ例会を通じて友情と親睦を深めている。②長期的なメンバーシップ（会員制）を強く
望んでいる。③ロータリーを通じて地元地域ならびに世界をより良くする機会が与えられていると感じている。
④関心を示している分野のほとんどは、ロータリーの重点分野及びポリオ撲滅活動によって網羅されている。
＜課題＞①若年層と女性会員とローターアクター、学友は若年層と女性会員の割合が高まることを望んでい
る。②情報の透明性と説明責任は最優先事項であるがこの分野で後れを取っている。③クラブが戦略計画
を立案すればするほど、会員の満足度が高まり、ロータリーの将来に対する楽観的な見解が増える。④かな
りの割合のロータリアンが、変化のペースに苛立ちを感じている。⑤多くのロータリアンが、所属クラブがより
多くの社会奉仕と国際奉仕のプロジェクトに参加することを望んでいる。⑥プロジェクトや活動に十分参加し
ないクラブは、参加意欲の低下や会員減につながる恐れがある。

このような結果にて、ビジョン声明「私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持
続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。」が出されました。

第２ゾーン ロータリーコーディネーター 田中正規（西尾RC）
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■「ストーリーテリングの重要性 」

昨年の3月に地域リーダー就任にあたってシカゴの研修で学び、今でも鮮明に覚えていることの一つに、
「ロータリーをストーリーで語ろう」があった。ストーリーで語ることで相手に理解されやすく、影響を与えられる
と言う。因みにインターネットで「ストーリーテリング」を検索すると様々な有益な情報が得られた。少し長いが
引用する。「ストーリーテリングとは伝えたい思いやコンセプトを、それを想起させる印象的な体験談やエピ
ソードなどの物語を引用することによって、聞き手に強く印象付ける手法のことです。抽象的な単語や情報を
羅列するよりも、相手の記憶に残りやすく、得られる理解や共感が深いことから、企業のリーダーが理念の
浸透を図ったり、組織改革の求心力を高めたりする目的で活用するケースが増えている」とあった。ビジネス
の世界で「自分の考えや思いを伝える」ことが大切であり、会社の経営理念や商品の説明、またブランディン
グにおいてもストーリーで語ることは効果的とされる。
この時代、消費者の目は肥えてきて差別化が難しくなってきており、数字や表だけの説明だけではなかな
か共感が得られなくなってきているようだ。先ごろ科学者の学会発表においてもストーリー仕立てにすること
の必要性を説く「なぜ科学はストーリーを必要としているのか」という大部な本（ランディ・オルソン著、慶應義
塾大学出版会）に出会った。副題に「ハリウッドに学んだ伝える技術」とあった。著者は言う「物語は、信じられ
ないくらい強力だ。ビジネスの現場でのツールとしてだけではなく、世界を理解する上でも、その力は計り知
れない」と。
ストーリーテリングの特徴は、語り手が自分の言葉に直して語るところに特徴がある。同じ物語でも語り手
によって味わいを持たせることができる。
ロータリーを外に向かって語るとき4つのボイスを活用することが推奨されている。「賢明さ」「思いやり」「粘
り強さ」「行動を促す力」の４つである。先日、自クラブの「オープン・ロータリー」で外部の人たち（入会被推薦
者含む）を招き、このボイスを使ってロータリーと自クラブの歴史を語る機会があった。２５分位の短い時間で
はあったが私のスピーチとしてはこのボイスのお陰で珍しくまとまった話ができたように思う。経験豊かなリー
ダーの世界的ネットワーク、６つの重点分野、青少年交換、インターアクト、ローターアクト、米山記念奨学会、
ポリオ撲滅などのロータリーの活動をボイスの視点で整理しながら情熱をもって語ったつもりだ。
ガバナー、ガバナー補佐、地区委員長はロータリー（２つの標語・ロータリーの目的・４つのテスト・戦略計
画・中核的価値観・ポリオ撲滅など）を語る機会が多い。その際にボイスを活用しストーリーで語ることを強く
推奨する次第である。
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